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創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
会
報

『山
』
の

「１
０

０
周
年
ニ
ュ
ー
ス
」
で
逐
次
報
告
し
て

き
た
。
い
よ
い
よ
２
０
０
５
年
に
な
り
、

活
動
も
活
発
化
し
、
予
算
も
そ
れ
ぞ
れ

確
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
１
月
の
理
事
会

に
お
い
て
経
過
報
告
が
な
さ
れ
た
。
記

念
事
業
を
会
員
全
員
の
参
加
で
、
と
い

う
モ
ッ
ト
ー
の
下
に
実
施
さ
れ
て
い
る

の
で
、
活
動
内
容
を
十
分
に
知

っ
て
い

た
だ
き
、
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
得
た

い
と
思
い
、
以
下
に
そ
の
概
要
を
記
す
。

ご
要
望
、
ご
質
問
が
あ
れ
ば
、
ど
し
ど

し
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

行
事
実
行
委
員
会

■
記
念
史
刊
行
委
員
会

百
年
史
刊
行

百
年
史
編
纂
の
準
備
は
創
立
８０
周
年

の
頃
か
ら
始
ま
り
、
創
立
９０
周
年
の
実

行
委
員
会
の
小
委
員
会
と
し
て
発
足
し
、

今
日
に
至

っ
て
い
る
。

本
編
の
中
心
と
な
る

「通
史
」
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
執
筆
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
補
充
す
る

「各
論
」
に

つ
い
て
は
、
分
担
し
て
執
筆
し
、
簡
易

年
表
も
付
け
る
。
資
料
編
の
材
料
は
か

な
り
の
量
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、
内
容

構
成
を
予
算
の
見
通
し
を
含
め
て
３
月

ま
で
に
決
定
し
た
い
。

編
集
方
針
と
し
て

「わ
が
国
に
お
け

る
近
代
登
山
発
展
の
歴
史
を
、
政
治
、

経
済
、
社
会
、
文
化
の
動
き
の
な
か
で

と
ら
え
直
し
、
そ
の
な
か
で
日
本
山
岳

会
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
描
き
出
し
、

こ
の
際
、
当
会
の
史
料
に
つ
い
て
も
で

き
る
だ
け
究
明
し
、
将
来
展
望
に
つ
い

て
も
探
る
」
と
し
て
い
る
。

予
算
と
し
て
は
、
会
員
全
員
へ
の
配

布
を
前
提
と
し
て
、
編
集
、
印
刷
費
に

１
８
０
０
万
円
、
発
送
費
に
３
５
０
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
配
布
に
つ
い
て
は
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、
２
０
０

６
年
６
月
の
出
版
ま
で
に
十
分
各
方
面

の
意
見
を
う
か
が
い
決
定
し
て
い
く
方

針
で
あ
る
。

英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
刊
行

「日
本
の
登
山
界
は
世
界
か
ら
孤
立
し

て
い
る
」
と
の
海
外
か
ら
の
声
に
応
え

て
２
０
０
１
年
１０
月
に
英
文
誌

「
選
”
‐

●
①
∽①
≧
宮
“
①
Ｚ
①ヨ
∽』
（Ｊ
Ａ
Ｎ
）
第
１

号
を
発
行
し
て
本
年
ま
で
に
第
７
号
と

な
る
が
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

一

環
と
し
て
、
日
本
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
　
１

１
０
０
年
を
回
顧
し
、
固
有
の
山
岳
文
　
畿

化
を
語
り
、
日
本
人
の
成
果
を
総
括
し

て
海
外
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
記
念
号
と
し
て
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を

発
刊
す
る
。

構
成
と
し
て
は
、
第
１
部
を

「日
本

の
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
と
登
山
文
化
」
、
第

２
部
を

「２
０
０
５
年
の
価
値
あ
る
記

録
」
と
す
る
。
第
１
部
が
１
０
０
周
年

を
記
念
す
る
も
の
で
、
す
で
に
８
章
に

及
ぶ
項
目
と
執
筆
者
が
決
定
し
、
執
筆

依
頼
も
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世
界

の
山
に
お
け
る
日
本
人
の
初
登
頂
、
新

ル
ー
ト
初
登
攀
リ
ス
ト
も
つ
け
ら
れ
る
。

予
算
と
し
て
４
０
０
万
円
が
計
上
さ

創
立
１
０
０
周
年

記
念
事
業
推
進
経
過
報
告
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れ
て
い
る
。

新
日
本
山
嶽
誌

長
期
に
わ
た
っ
て
計
画
、
準
備
さ
れ

て
き
た

『新
日
本
山
嶽
誌
』
が
、
い
よ

い
よ
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
か
ら
発
行
さ
れ

る
運
び
と
な
っ
た
。
総
論
と
し
て
、
日

本
の
山
の
特
徴
を
各
方
面
か
ら
挙
げ
、

山
地
ご
と
の
解
説
、
各
種
資
料
が
掲
載

さ
れ
る
。
本
文
と
し
て
、
山
系
ご
と
に

詳
し
く
そ
の
山
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
執
筆
に
つ
い
て
は
、
日
本
山

岳
会
の
全
国
の
支
部
の
多
く
の
方
々
が

担
当
し
て
健
筆
を
ふ
る
わ
れ
た
。

日
本
の
山
に
つ
い
て
の
す
べ
て
を
語

る
大
部
な
も
の
と
し
て
、
全
国
各
地
の

図
書
館
に
購
入
を
促
進
す
る
と
同
時
に
、

一
般
書
店
で
も
販
売
す
る
。
日
本
山
岳

会
の
会
員
に
は
、
特
別
価
格
で
販
売
さ

れ
る
の
で
、
奮

っ
て
購
入
さ
れ
た
い
。

■
登
山
委
員
会

海
外
登
山

従
来
の
日
本
山
岳
会
の
周
年
記
念
事

業
と
し
て
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
に
大

規
模
な
登
山
隊
を
派
遣
し
て
き
た
が
、

近
年
登
山
の
や
り
方
が
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
登

山
隊
を
応
援
し
て
記
念
事
業
に
華
を
添

え
る
方
向
で
実
施
し
て
い
る
。
す
で
に

東
海
支
部
の
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
冬
期
登
攀
、

関
西
支
部
の
西
チ
ベ
ッ
ト
未
踏
峰
２
つ

の
登
攀
な
ら
び
に
河
口
慧
海
の
足
跡
調

査
、
学
生
部
の
ム
ス
タ
ン
で
の
未
踏
峰

登
項
の
３
つ
が
実
施
さ
れ
た
。
２
０
０

５
年
に
入
っ
て
次
の
４
隊
の
派
遣
を
応

援
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
１
、
事
業
委
員
会
主
催

の
マ
ナ
ス
ル
峰

（８
１
６
４
層
）
の
登

項
、
２
、
福
井
支
部
主
催
の
チ
ベ
ッ
ト
、

ニ
ン
チ
ェ
ン
タ
ン
グ
ラ
山
脈

・
ジ
ャ
ナ

リ
ズ
峰

（６
２
１
４
属
）
の
登
項
、
３
、

富
山
支
部
主
催
の
ネ
パ
ー
ル
、
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ

・
ヒ
マ
ー
ル
の
北
東
部
の
ギ
ャ

ジ
カ
ン
峰

（７
０
３
８
属
）
の
登
項
、

４
、
東
海
支
部
第
８
次
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
隊
の
無
名
峰

（６
１
６
０
層
、

６
２
０
６
月
）
の
登
項
で
あ
る
。
登
山

隊
補
助
費
と
し
て
１
千
万
円
を
予
算
と

し
て
計
上
し
、
補
助
を
行

っ
た
。

中
央
分
水
嶺
踏
査

国
内
登
山
の
記
念
事
業
と
し
て
、
日

本
を
貫
く
中
央
分
水
嶺
の
完
全
踏
査
を

企
画
し
、
全
国
２５
支
部
な
ら
び
に
首
都

圏
を
中
心
に
し
た
多
く
の
同
好
会
の
全

面
的
参
加
を
得
て
、
す
で
に
実
行
段
階

に
入
っ
て
い
る
。
参
加
す
る
会
員
の
延

べ
人
数
と
し
て
は
、
日
本
山
岳
会
は
じ

ま
っ
て
以
来
の
大
人
数
と
な
る
だ
ろ
う
。

割
り
当
て
ら
れ
た
全
区
間
を
す
で
に
踏

査
し
終
え
た
の
は
静
岡
支
部
だ
が
、
多

く
の
区
間
で
着
々
と
踏
査
実
績
が
あ
が

っ
て
お
り
、
昨
年
末
の
踏
査
率
は
約
５０

打
と
見
ら
れ
る
。
今
後
、
残
雪
期
の
踏

査
な
ど
で
達
成
度
を
上
げ
て
い
く
と
思

わ
れ
る
が
、
ど
う
し
て
も
踏
査
し
え
な

い
と
こ
ろ
を
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て

踏
査
し
て
い
く
か
が
問
題
に
な
っ
て
く

る
だ
ろ
う
。
各
方
面
の
協
力
を
得
て
、

で
き
る
だ
け
完
全
踏
破
を
目
指
し
て
努

力
し
て
い
き
た
い
。

２
０
０
６
年
の
総
会
を
め
ど
に
踏
査

報
告
が
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
Ｇ
Ｐ

Ｓ
の
購
入
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
ヘ

の
全
国
支
部
か
ら
の
参
加
、
報
告
書
の

作
成
費
な
ど
で
４
５
０
万
円
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

海
外
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

「海
外
に
お
け
る
日
本
人
の
足
跡
を
た

ず
ね
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
世
界
の
４
地

域
に
そ
れ
ぞ
れ
３
コ
ー
ス
、
計
１２
コ
ー

ス
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

す
で
に
昨
年
１１
月
の
会
報

『山
』
に

別
刷
り
で
８
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
企
画
案

内
書
を
添
付
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
募
集
し
て
い
る
。
日
本
山
岳
会

の
会
員
が
企
画
し
た
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク

な
内
容
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
あ
り
、
実

施
は
、
山
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
経
験
の

深
い
当
会
会
員
経
営
の
専
門
業
者
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
の
で
、
大
勢
の
会
員
の

参
画
を
期
待
し
て
い
る
。
現
在
は
会
員

の
み
に
限
定
し
て
い
る
が
、
今
後
の
動

向
を
見
て
、
会
員
の
友
人
な
ど
へ
も
案

内
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問
合
せ
お
よ
び
申
込
み
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
の
担
当
会
社
に
ど
し
ど
し

お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

■
式
典
委
員
会

総
合
式
典

日
本
山
岳
会
の
創
立
は
１
９
０
５

（明
治
３８
）
年
１０
月
１４
日
で
あ
る
。
１

０
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
日
の
式
典
を
、

２
０
０
５
年
１０
月
１５
日
（土
）
に
、
東
京

の
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

。
国
際
館

パ
ミ
ー
ル
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
る
。
全
国
の
会
員
の
で
き
る
だ
け
　
２

た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
　
麟

た
い
の
で
、
今
か
ら
予
定
に
入
れ
て
お

い
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
２
０
０

５
年
度
の
年
次
晩
餐
会
は
行
わ
な
い
。

式
典
は
、
日
本
山
岳
会
の
１
０
０
年

の
来
し
方
を
偲
び
、
来
る
べ
き
第
二
世

紀
へ
の
新
し
い
歩
み
を
踏
み
出
す
記
念

す
べ
き
日
と
し
た
い
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
現
在
鋭
意
検
討
中
で
あ
る
が
、
参

加
し
た
人
々
の
記
憶
に
長
く
と
ど
め
得

る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国

内
外
の
ど
の
よ
う
な
方
々
を
招
待
す
べ

き
か
、
会
費
を
ど
の
く
ら
い
に
す
べ
き

か
、
記
念
品
を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
す

べ
き
か
な
ど
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。
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原
則
と
し
て
徴
収
し
た
会
費
で
式
典

を
実
施
し
た
い
が
、
種
々
の
補
助
と
し

て
３
７
０
万
円
の
費
用
を
予
算
と
し
て

計
上
し
て
い
る
。

記
念
映
像
資
料

東
京
に
お
け
る
総
合
式
典
実
施
時
に
、

会
場
で
写
真
展
を
開
催
す
る
。
『写
真

で
見
る
１
０
０
年
史
』
と
題
し
て
、
日

本
山
岳
会
の
１
０
０
年
間
の
歩
み
を
目

で
見
ら
れ
る
か
た
ち
で
展
示
す
る
。

ま
た
、
使
用
し
た
写
真
を
小
冊
子
に

収
録
し
、
会
員
に
配
布
す
る
こ
と
も
企

画
し
て
い
る
。
す
で
に
会
報

『山
』
１

月
号
で
広
く
皆
さ
ん
に
写
真
提
供
を
お

願
い
し
て
い
る
が
、
特
に
戦
前
に
足
跡

を
し
る
し
た
山
行
の
記
念
写
真
な
ど
、

今
ま
で
あ
ま
り
人
の
目
に
触
れ
な
か
っ

た
写
真
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

担
当
者
は
望
ん
で
い
る
。
予
算
と
し
て

３
１
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
別
式
典

全
国
を
８
つ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
創

立
１
０
０
周
年
を
祝
う
式
典
を
開
催
す

る
が
、
日
時
、
場
所
が
確
定
し
た
の
で

次
に
記
す
。

●
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

（北
海
道
支
部
）

８
月
２６
日
Ｏ

ｏ
札
幌
市

「
ア
パ
ホ
テ
ル

札
幌
」

●
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

（青
森
、
秋
田
、
岩

手
、
山
形
、
宮
城
、
福
島
各
支
部
）
５

月
２８
日
Ｏ

ｏ
「ホ
テ
ル
リ
ス
テ
ル
猪
苗

代
」

●
中
部
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

（越
後
、
信
濃
、

山
梨
、
静
岡
各
支
部
）
９
月
１７
日
Ｏ

ｏ

新
潟
県
関
川
村

「御
宿

玄
太
郎
」

●
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

（東
海
支
部
）
１０
月

２９
日
Ｏ

ｏ
名
古
屋
市

「ホ
テ
ル
ロ
ー
ズ

コ
ー
ト
」

●
京
岐
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

（京
都
、
岐
阜
、

福
井
、
石
川
、
富
山
各
支
部
）
６
月
１１

日
０

・
福
井
市

「
ユ
ア
ー
ズ
ホ
テ
ル
」

●
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

（関
西
支
部
）
１１
月

５
日
Ｏ

ｏ
和
歌
山
県
高
野
山

「高
野
山

大
学
講
堂
」

●
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

（広
島
、
山
陰
各
支

部
）
９
月
１７
日
Ｏ

ｏ
広
島
市

「ホ
テ
ル

八
丁
堀
シ
ャ
ン
テ
」

●
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

（福
岡
、
北
九
州
、

東
九
州
、
熊
本
、
宮
崎
各
支
部
）
７
月

１６
日
Ｏ

ｏ
宮
崎
県

「え
び
の
高
原
荘
」

式
典
開
催
の
翌
日
に
、
近
く
の
山
に

登
る
と
い
う
計
画
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
多
い
。

式
典
開
催
の
支
援
と
、
本
部
か
ら
派
遣

す
る
役
員
の
交
通
費
で
計
３
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、
き
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
今
後
の

日
本
山
岳
会
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
こ

う
と
い
う
趣
旨
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
を
考
え
て
い
る
。
今
後
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
に
つ
い
て
や
、
日
本
山
岳
会
の
登

山
に
つ
い
て
な
ど
の
テ
ー
マ
で
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
計
画
中
で
あ
り
、

詳
細
が
つ
め
て
い
か
れ
る
。
予
算
は
３

０
０
万
円
を
計
上
。

高
尾
の
森
づ
く
り
活
動

自
然
保
護
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て

実
施
し
て
き
た

「高
尾
の
森
づ
く
り
」

で
の
例
年
の
植
樹
祭
を
中
心
に
、
自
然

保
護
全
国
集
会
な
ど
を
開
催
す
る
。

４
月
９
日
０

・
高
尾
の
森
わ
く
わ
く

ビ
レ
ッ
ジ
で
、
午
前
中
に
自
然
保
護
全

国
集
会
を
実
施
し
、
午
後
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル

「天
狗
の
隠
れ
里
」
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

「森
林
と
人
間
の
共
生
」
を
開
催
。

４
月
１０
日
Ｏ

ｏ
第
５
回

「高
尾
の
森

植
樹
祭
」
と
裏
高
尾
小
下
沢
国
有
林
で

２
千
本
の
植
樹
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
て
１
２
０
万

円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

自
神
山
地
育
林
事
業

青
森
支
部
が
実
施
し
て
い
る

「白
神

山
地
育
林
事
業
」
活
動
で
は
、
６
月
２５

日
０
に
植
樹
祭
を
開
催
す
る
。

猿
投
の
森
づ
く
り

東
海
支
部
が
本
年
４
月
よ
り
新
た
に

活
動
を
開
始
す
る
。

所
蔵
山
岳
図
書

ｏ
絵
画
展

当
会
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
図
書
お
よ

び
絵
画
を

一
般
に
公
開
す
る
。
本
年
１０

月
８
日
よ
り
１７
日
ま
で
東
京
駅
丸
の
内

回
の
「丸
善
」
の
新
社
屋
の
４
階
で
展

示
を
行
う
。

図
書
は
、
洋
書
約
６０
点
、
和
書
７０
点

が
展
示
さ
れ
る
。
同
時
に
こ
れ
ら
の
貴

重
な
書
籍
の
図
録
を
作
成
し
て
販
売
す

る

。当
会
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
絵
画
に
つ

い
て
も
、
す
で
に
選
定
を
終
え
、
図
書

展
を
実
施
す
る
会
場
の
壁
面
に
展
示
す

る
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

予
算
と
し
て
２
３
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

医
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
　
　
　
　
　
３

近
年
の
中
高
年
登
山
者
の
急
増
に
と
　
難

も
な
う
山
で
の
病
気
や
事
故
を
防
ぐ
目

的
で

「山
の
救
急
医
療

ハ
ン
ド
ブ

ッ

ク
」
を
作
成
し
、
山
と
渓
谷
社
の
ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
の
１
冊
と
し
て
本

年
６
月
に
発
行
す
る
。
こ
の

一
部
を
買

い
取
り
、
会
員
に
頒
布
す
る
予
定
。

現
在
、
医
療
委
員
会
か
ら
資
料
の
提

供
を
受
け
て
、
わ
か
り
や
す
い
内
容
で

執
筆
中
で
あ
る
。

本
書
は
、
総
合
記
念
式
典
に
お
い
て

展
示
を
行
う
予
定
も
あ
る
。

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
買
い
取
り
費
用
、
展

示
費
用
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
費
用
と

し
て
１
１
０
万
円
を
計
上
。



大水上山から平ヶ岳方向の展望

かつては刈り払いを実施したところも、今は背丈を越

すチシマ笹に覆われ、進路標定に苦労する状況となっ

ている。当支部では、分担区間を大きく3区に分け、

区によってはさらに分割し、それぞれに正副班長を割

り当て踏査を実施した。

至仏山から丹後山間は、区間中最も難易度が高い。

残雪期を選び、4月下旬に単独行 (小林重一会員 :エ

ヴェレスト登頂者)で踏査したが、春の好天は続かず、

困難を極めた。途中2日 間の停滞を余儀なくされて、

踏査に6日 間を要した。無雪期ではなおのこと、灌木

と笹藪で進路標定が難しく、踏査は一層困難を極める

であろうとの報告である。

大水上山から巻機山間も登山道がないため、4月 29

日から5月 2日 の残雪期に実施した。巻機山から清水

峠間は2班に分割したが、チシマ笹と悪天候に悩まさ

れ、 2度の挑戦も空しく一部は平成17年の残雪期に持

ち越した。未踏査部分は4月 中旬に再調査の予定であ

る。

清水峠から谷川岳 (ト マノ耳)区間の主稜線は、登

山道は整備されているが、縦走者は少ない。途中マチ

ガ沢や一ノ倉沢の源頭尾根は痩せており、笹で覆われ

ているので、通過には細心の注意が必要である。新潟

県と群馬県への往来峠でもあった蓬峠周辺は、チシマ

笹の繁茂が進んで高山植物への影響が出ている。戦国

の武将も往来したという清水峠越え道は、今は送電線

の関係者が歩く程度だが、場所によっては往時を偲ば

せる雰囲気を残している。谷川岳から平標山間は、 1

日行程の縦走路であるが、やはり歩く人は少ない。

平標山から三国峠は、本踏査事業の最後に三国峠で

打ち上げ式を実施する計画で、残してある。一部、平

成17年度に持ち越したため、本年 6月 に支部会員大勢

に呼びかけ実施する予定。あとは好天を祈るだけだ。

(横山 征平)

山 718-200503020(第二種郵便物認可)

老将に思いを馳せる分水嶺

福井支部は、岐阜県白鳥町桧峠から岐阜 0滋賀・福

井の 3県に跨る三国岳を経て、滋賀県境の大御影山ま

での162。餃mを担当している。このうち、平家岳から

温見峠までの26。檄mは、石川支部が担当し実施して

くれている。

支部では、桧峠から平家岳を井上彪会員、温見峠か

ら栃の木峠を宮前庄二会員、栃の木峠から大御影山を

井上泰利会員の担当とし、全会員が何らかの立場で参

加するよう総会で呼びかけ、踏査を実施している。昨

年の福井豪雨で林道が土砂崩れで通行不能となるハン

ディを乗り越えて、越美の国境は桧峠から油坂峠まで

踏査が完了した。栃の木峠から大御影山についても

85%が踏査済みである。

ここでは柳ヶ瀬山についてご報告したい。10月 31日 、

国道365号線で栃の木峠から滋賀県に入り、椿坂峠か

らこの山に向かった。私を含めて福井支部のメンバー

15人が参加した。

峠から、別荘地へと向かう私道に入ったが、別荘地

のなかは道が輻較していた。住人の許しを得て敷地内

から登り、三角点を見つけた。ここからは藪こぎ。広

い尾根に出たが、分水嶺がわかりにくい。しかも、林

間でGPSが効かない。登りだして 3時間40分、ようや

く送電線の巡視路に出て、鉄塔がある広場に着いた。

久しぶりに大勢の仲間と楽しいひと時を過ごした。

さらに40分で玄藩尾城跡に着いた。広くよく整備さ

れている。ここは柳ヶ瀬山の頂で、戦国時代の柴田勝

家の本陣が置かれたところでもある。桜並木の歩道の

先に、標高439mの三角点が確認できた。刀根越えを

し、玄藩尾城登山口から敦賀の人たちの車で、椿坂峠

まで送ってもらった。       (宮 本 数男)

鰈 4

柳ヶ瀬山での記念撮影
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山 718-200503020(第二種郵便物認可)

自衛隊演習場内を踏査 !!

「阿蘇くじゅう国立公園」とその周辺には、阿蘇外輪

山や久住、飯田高原などのたおやかな草波が広がり、

「九州中部大草原地帯」とも呼ばれている。多くの観

光客、登山者を魅了しているが、その中にあってほと

んど人に知られていない広大な草原がある。「豊後富

士」の異称を持つ湯布岳の西に広がる日出生台草原で

ある。

湯布院、別府などの近くにありながら、なぜ知られ

ていないのか。古くから陸軍、陸上自衛隊の演習場と

して使用されたため隔絶され、最近では沖縄米軍の射

撃訓練場にも利用されているからだ。

そのど真ん中を中央分水嶺が通っている。東九州支

部が担当する96kmの うち約14kmと かなり長い。だが、

演習場、つまり高原一帯は鉄の柵に囲まれ、常に歩哨

が立つ厳しさ。砲弾が飛び交う演習時間だけでなく、

通常も立入禁止。それでも歩かせてもらわねばならな

い。

支部では昨年夏、管理機関の湯布院駐屯地と何度か

交渉した。窓回は広報室長 (二等陸尉)で、意外にも

大きな興味を示し、計画書、地形図、参加者名簿を添

えて「基地見学申込書」を出せと言う。問題は踏査時

期だった。演習は西日本各地の自衛隊が順番待ちの状

態で、土、日曜日の連続 2日 の日程を入れるのはかな

り困難という。隊と当方との調整を重ねた結果、許さ

れたのは春秋の一時期に設けられている演習場環境整

備期間のうち、11月 27、 28日 の 2日 間だった。しかも

大分県当局と防衛庁の間に交わされた使用規制の「自

然環境保全地域」への立ち入りもOK
初日は陸尉、 2日 目には広報隊員が案内してくれた。

複雑に波打つ草原の分水嶺は、2.5万地形図でも正確

には読みとれない。晴天に加え、地形を熟知している

隊員のガイドはおおいに助かった。

旧陸軍時代の射撃指示台の跡、弾着を確認する半地

下式の壕なども通り、実弾射撃の着弾地では無数の砲

弾の破片の間を歩いた。初日に演習場境界線から草原

部分の大半を踏査、 2日 目は演習場を見下ろす福万山

頂に向けて、森林帯を地図を頼りに登った。

湯布院駐屯地は、連絡、調整から案内、さらに支部

員の駐車場の確保ほか、 2日 間の踏査開始地点から終

了地点間にジープまで用意してくれた。ご協力に深く

感謝したい。         (飯 田 勝之)

三国峠の打ち上げ式目指して !

越後支部の担当は、尾瀬への入口になる鳩待峠から

至仏山 (こ こから県境に沿う)、 大水上山、巻機山、

清水峠、谷川岳、平標山、三国峠までの約87kmで ある。

標高は2000Ln前後だが、谷川連峰の主稜を除けば登山

対象からはずれており、登山道は整備されていない。

雛 雛

一
静

前方は旧陸軍建造物 (高台の上)

一̈̈一一一暉̈
一鶉
一
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山 718-2005・ 3020(第 二種郵便物認可)

乗
鞍
高
原
懇
親
ス
キ
ー

２
年
ぶ
り
に
参
加
し
た
事
業
委
員
会

主
催
の
懇
親
ス
キ
ー
は
相
変
わ
ら
ず
の

盛
会
だ

っ
た
。

思
う
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
長
の
ひ

と
つ
に
参
会
者
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
さ

が
あ
げ
ら
れ
る
。

９２
年
次
入
会
の
小
生

に
と
っ
て
、
最
初
に
懇
親
願

っ
た
９４
年

正
月
の
人
方
池
山
荘
以
来
１２
年
中
７
回

参
加
の
記
憶
を
迪
る
と

「や
っ
、
ど
う

も
。
お
元
気
で
す
か
」
と
い
う
顔
と
顔

の
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。
こ
と
ほ
ど
左

様
に
こ
の
企
画
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
ル
で
同

窓
会
み
た
い
な
も
の
。

さ
て
、
創
立
１
０
０
周
年
節
目
の
年

の
初
頭
の
ス
キ
ー
懇
親
会
は
１
月
８
～

１０
日
、
乗
鞍
高
原
に
て
開
催
。
宿
は
信

濃
支
部
保
科
文
人
会
員
経
営
の

「ヒ
ュ

ッ
テ
ほ
し
」
。
天
気
は
入
、
下
山
の
前

後
を
晴
れ
日
に
挟
ま
れ
、
中
９
日
は
時

折
薄
陽
見
え
る
も
の
の
日
が
な
小
雪
。

例
年
２
属
超
の
豊
富
な
積
雪
量
を
誇
る

こ
の
ス
キ
ー
場
も
、
昨
年
来
の
異
常
温

暖
化
の
た
め
か
ゲ
レ
ン
デ
に
ブ

ッ
シ
ュ
、

小
石
な
ど
も
散
見
。
と
は
い
え
標
高
１

５
０
０
屑
以
上
の
雪
は
さ
す
が
に
軽
く
、

我
々
の
稚
拙
な
足
前
を
し
ば
し
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
の
錯
覚
に
誘

っ
て
く
れ
る
。

初
日
、
早
く
着
か
れ
た
方
々
は
昼
頃

す
で
に
ゲ
レ
ン
デ
、
山
ス
キ
ー
に
行

っ

た
由
。
午
後
到
着
組
も
三
々
五
々
足
馴

ら
し
へ
向

っ
て
、
夕
刻
宿
の
送
迎
バ
ス

で
帰
館
。
風
呂
は
真
正
の
掛
流
し
単
純

硫
黄
泉
。

２４
時
間
入
浴
可
の
た
め
、
朝

な
夕
な
、
飲
ん
で
る
合
い
間
、
寝
る
前

と
こ
れ
が
実
に
快
適
。
夕
食
時
、
オ
ー

ナ
ー
の
保
科
さ
ん
、
信
濃
支
部
長
の
中

野
さ
ん
よ
り
ご
挨
拶
と
差
し
入
れ
の

品
々
の
紹
介
。
そ
の
後
折
に
ふ
れ
信
濃

支
部
の
中
島
さ
ん
、
信
濃
出
身
の
河
西

さ
ん
の
思
い
出
話
が
語
ら
れ
た
。
当
夜

の
目
玉
料
理
は
鴨
の
つ
く
ね
鍋
。
二
次

会
々
場
は
な
ぜ
か
我
等
の
居
室
「１２
号
室

へ
」
と
遠
藤
源
太
さ
ん
よ
り
の
ご
下
命
。

部
屋
の
位
置
が
浴
室
の
入
口
に
面
し
て

い
る
た
め
、
風
呂
の
空
き
待
ち
女
性
会

員
も
入
れ
替
り
訪

っ
て
い
た
だ
い
た
。

２
日
日
、
シ
ー
ル
用
意
の
有
志
８
名

が
リ
フ
ト
終
点
よ
り
小
雪
降
り
し
き
る

な
か
を
位
ヶ
原
方
面
へ
出
発
。
ゲ
レ
ン

デ
組
は
ス
キ
ー
講
習
会
と
各
々
足
前
、

気
の
合

っ
た
新
旧
知
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
宿
の
迎
え
の
バ
ス
ま
で
日
い
っ

ぱ
い
滑
降
。
２
度
目
の
夕
食
時
、
改
め

快晴の乗鞍高原で

て
信
濃
支
部
の
金
子
さ
ん
よ
り
ご
挨
拶

と
乾
杯
の
ご
発
声
。
酒
は
惜
し
み
な
く

注
が
れ
、
会
場
は
や
が
て
再
び
我
等
の

部
屋
ヘ
シ
フ
ト
。

翌
１０
日
快
晴
の
下
、
集
合
記
念
写
真

撮
影
後
大
概
の
ソ
リ
ー
ク
た
ち
は
グ
レ

ン
デ
ヘ
駆
け
付
け
、
各
々
許
す
限
り
滑

り
ま
く
っ
た
由
。
参
加
者
４２
名

（２
泊

目
宿
泊
者

数
）
。
　

　

（村
山

裕

爾雲寧覇

凩鶉M●蒻魏

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です

3月

輻 6
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山研からのお知らせ

山研の管理人が、4月 からかわります。新しい管理人は内野真一(33)、

かおり夫妻です。今まで冷池山荘や赤石小屋で働いていましたが、長女

あすみちゃんの出産を機に、もう少し人里(?)に ある山小屋ということ

で、山研で働いてもらうことになりました6よ ろしくお願いいたします。

今までの管理人・木村太郎君は、上高地のネイチャーガイドという新
しいステ■ジを確率すべくt本年は五千尺旅館の宿泊者を主に、上高地
で引き続き活躍いたします。こちらもご声援ください。

山研は、本年は
-4月

30日 より宿泊できまする予約は、4月 30日 までは

本部事務局へ、それ以降は直接山研 (FソⅨ 0263-95-2635)へ 申し込んで

ください。
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秋
田
支
部

全国各地の支部から、独自の活動状況を

リポー トします。

設
立
４５
周
年

記
念
祝
賀
会
開
催

秋
田
支
部
設
立
４５
周
年
記
念
祝
賀
会

が
平
成
１６
年
１１
月
２７
日
（土
）
、
秋
田
市

大
町
の
歓
楽
街
の

一
角
に
あ
る
第

一
会

館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
支
部
会
員
３１

名
が
出
席
し
た
。

当
日
の
朝
は
瞬
間
最
大
風
速
３６
層
を

超
え
る
強
風
が
吹
き
荒
れ
る
な
ど
の
ア

ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
た
が
、
開
始
ご
ろ

に
は
穏
や
か
さ
を
取
り
戻
し
、
お
天
道

様
も
祝
賀
会
を
お
祝
い
し
て
く
れ
た
。

第

一
会
場
の
壁
面
と
壁
際
の
テ
ー
ブ

ル
に
、
会
員
持
ち
よ
り
の
写
真
、
写
真

パ
ネ
ル

（１
０
０
点
）
、
モ
リ
ヤ
ピ

ッ

ケ
ル
と
モ
リ
ヤ
を
モ
デ
ル
に
し
た
永
井

ピ

ッ
ケ
ル
と
ア
イ
ゼ
ン
、
日
本
最
初
期

の
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
、
韓
国

・
智
異
山
と

秋
田

・
太
平
山
と
の
姉
妹
山
協
定
締
結

証
、
韓
国
山
岳
会
と
の
交
流
に
よ
り
交

換
さ
れ
た
記
念
の
品
々
、
山
の
テ
レ
カ
、

分
水
嶺
踏
査
地
図
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
用

の
書
籍
が
展
示
さ
れ
、
い
つ
も
の
集
ま

り
に
な
い
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。１６

時
、
今
野
昌
雄
会
員
の
チ
ョ
モ
ラ

ン
マ
登
山
報
告
が
始
ま
っ
た
。
ペ
ー
パ

ー
で
の
資
料
と
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
約
１

時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
会
場
の

壁
際
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
使
用
し
た
用
具

な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
と
つ
と
つ
と
し
た
語
り
口
に
魅
せ
ら

れ
た
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

次
い
で

「モ
リ
ヤ
ピ

ッ
ケ
ル
」
の
創

案
者
で
あ
る
吉
川
信
市
会
員
が
モ
リ
ヤ

ピ

ッ
ケ
ル
誕
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
所

有
者
の
追
跡
調
査
に
い
た
っ
た
経
緯
が

話
さ
れ
、
改
め
て

「
モ
リ
ヤ
ピ

ッ
ケ

ル
」
の
持
つ
不
思
議
な
力
が
会
員
の
胸

に
刻
み
込
ま
れ
た
。

そ
の
後
、
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
、

祝
宴
に
移

っ
た
。

鈴
木
事
務
局
長
の
司
会
で
開
会
、
ま

ず
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
の
あ
と
、
佐
々

木
支
部
長
が
４５
年
間
の
活
動
の
概
要
を

盛
り
込
ん
だ
挨
拶
を
し
た
。

次
い
で
、
支
部
顧
間
の
岡
田
会
員
か

ら
祝
辞
が
あ
り
、
長
岩
会
員
の
乾
杯
の

発
声
で
開
宴
し
た
。
長
岩
会
員
の

「４５

周
年
記
念
」
の
名
入
れ
を
し
た
書
類
フ

ァ
イ
ル
を
出
席
者
全
会
員
に
配
布
す
る

な
ど
の
気
配
り
や
、
記
念
訪
韓
登
山
に

参
加
し
た
会
員
外
の
方
か
ら
の
芳
志
、

会
員
有
志
の
お
祝
い
金
の
拠
出
な
ど
、

記
念
事
業
へ
の
あ
た
た
か
い
理
解
が
随

所
に
見
ら
れ
、
今
後
の
支
部
運
営
に
大

き
な
力
と
な
っ
た
。

４０
周
年
の
時
の
よ
う
に
、
延
々
と
祝

賀
気
分
に
浸
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
祝

い
酒
が
ほ
ど
よ
く
全
身
を
巡

っ
た
と
こ

ろ
で
、
支
部
顧
間
の
進
藤
会
員
の
音
頭

で
祝
宴
を
締
め
た
。

千
年
紀
代
最
後
の
年
が
４０
周
年
だ

っ

た
し
、
次
の
５０
年
の
節
目
に
向
か
う
初

年
度
は
本
会
の
設
立
１
０
０
周
年
の
年

に
あ
た
る
な
ど
、
わ
が
支
部
は
い
つ
も

縁
起
の
良
い
巡
り
合
わ
せ
に
あ
う
。
今

後
も
秋
田
支
部
の
存
在
を
再
確
認
し
、

磐
石
の
組
織
を
継
続
さ
せ
た
い
も
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
（鈴
木
　
要
三
）

扁
■
ｍ
■

樹
氷
原
を
滑
る
会

１
月
２２
、

２３
日
の
両
日
、
山
形
蔵
王

で
１４
名
の
参
加
者
を
得
、
中
央
ゲ
レ
ン

デ
独
鈷
沼
湖
畔
に
あ
る

「蔵
王
国
際
ホ

テ
ル
」
に
集
合
、
夕
食
前
に
中
央
分
水

嶺
踏
査
の
今
後
の
日
程
に
つ
い
て
、
参

加
者
で
話
し
合
い
、
そ
の
後
懇
談
会
に

入
っ
た
。

話
題
は
や
は
り
、
創
立
１
０
０
周
年

記
念
事
業
で
あ
る
分
水
嶺
参
加
者
各
自

の
苦
労
話
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
た
。

翌
日
８
時
３０
分
ゲ
レ
ン
デ
集
合
、
青

空
も
見
え
、
風
も
な
く
絶
好
の
ス
キ
ー

扁A)6/28(火 )B)6/30(本 )

日D)7/5(火 )E)7/8(金 )

日G)7/15(金 )H)7/19(火 )

日 l)7/22(金 )J)7/26(火 )

A・B)298,000円 C)  3200000円
D,E,F)3250000円 G,H∴J)3360000円

琲聯日
″

亦ど
鶴

C)7/1(金 )

12(火 )

160-0022
ューズトラベル株漱 社

6-4K N ビル11

説明会&セミナー開催!!

13:30～
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創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
ご
協
力
を
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地蔵山頂駅で撮影後、樹氷原を滑る

日
和
だ
。
リ
フ
ト
を
乗
り
継
ぎ
、
地
蔵

山
項
駅
に
着
き
、
地
蔵
さ
ま
に
安
全
を

祈
願
し
記
念
写
真
を
撮
る
。
今
年
の
樹

氷
の
で
き
ば
え
は
非
常
に
良
い
。
や
が

て
そ
れ
ぞ
れ
滑
り
出
す
。
樹
氷
を
見
な

が
ら
楽
し
く
ス
キ
ー
を
満
喫
し
、
午
後

全
員
つ
つ
が
な
く
解
散
し
た
。

（長
岡
　
昭
雄
）

日
国
Ⅲ
■

新
支
部
長

丼
野
元
繁
会
員
の
紹
介

平
成
１６
年
１０
月
、
宮
崎
支
部
は
８
月

に
逝
去
さ
れ
た
大
谷
優
支
部
長
の
後
任

と
し
て
井
野
元
繁
会
員

（９
６
７
４
）

を
満
場

一
致
で
新
支
部
長
に
選
出
し
た
。

井
野
元
氏
は
、
魚
本
定
良
初
代
支
部
長
、

大
谷
優
前
支
部
長
と
の
交
流
も
深
く
、

特
に
大
谷
氏
と
は
と
も
に
県
警
と
い
う

職
域
も
あ
っ
て
親
交
が
厚
か
っ
た
。

副
支
部
長
と
し
て
も
支
部
長
を
長
き

に
わ
た
り
補
佐
し
て
こ
ら
れ
た
井
野
元

氏
は
諸
事
に
造
詣
が
深
く
冷
静
沈
着
、

頭
脳
明
晰
な
方
で
あ
る
。
ま
た
、
警
察

官
の
要
職
を
永
年
に
わ
た
り
勤
め
て
来

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
危
機
管
理
、
安

全
対
策
に
精
通
さ
れ
、
抜
群
の
指
揮
力

を
兼
ね
備
え
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
丼
野
元
氏
は
、
我
が
宮
崎
支
部
の
新

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も

っ
と
も
ふ
さ
わ
し

い
方
で
あ
る
。

氏
の
登
山
へ
の
契
機
は
、
延
岡
署
勤

務
時
代
に
九
州
の
秘
境
と
い
わ
れ
る
大

崩
山
の
幽
山
渓
谷
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
と

に
よ
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
感
動
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
自
然
保
護
お
よ
び

登
山
者
の
安
全
を
期
す
目
的
か
ら
氏
が

中
心
と
な
り
宮
崎
県
警
山
岳
救
助
隊
を

組
織
さ
れ
、
昭
和
３８
年
か
ら
大
谷
前
支

部
長
が
手
が
け
て
こ
ら
れ
た
宮
崎
家
庭

特殊切手「登山・山岳切手」の発行

日本山岳会の創立100周年にちなんで、郵政公社が

登山や自然に親しみを持つことをテーマに、「山岳」

や「高山植物」をデザインした特殊切手を発行しま

す。ふるってご購入ください。

額面は50円切手で 1シ ート20枚です。意匠は「槍

ケ岳」「ミヤマオダマキ」「穂高岳」「ハクサンイチゲ」

(写真左から)の 4種類です。5月 2日 (月 )に全国

の郵便局で発売。

発売日に主要都市の中央郵便局と松本郵便局で特

殊スタンプを押すことができます。郵便による申込

みは4月 22日 までに松本郵便局まで。

裁
判
所
か
ら
の
非
行
少
年
補
導
委
託
と

し
て
登
山
を
通
し
た
教
育
を
も
受
け
継

ぎ
、
さ
ら
に
子
ど
も
登
山
教
室
を
開
催

す
る
な
ど
、
山
、
自
然
を
舞
台
と
し
た

幅
広
い
教
育
を
実
践
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
６０

（１
９
８
５
）
年
の
設
立
当

時
３０
名
前
後
で
あ
っ
た
会
員
数
は
、
今

や
１
０
０
名
を
超
え
る
大
所
帯
と
な
っ

て
い
る
。
支
部
長
と
し
て
、
こ
の
多
く

の
支
部
会
員
の
要
望
を
ま
と
め
る
た
め

に
は
大
変
な
ご
苦
労
も
あ
る
こ
と
と
推

測
さ
れ
る
。
新
支
部
長
の
負
担
を
軽
減

し
円
滑
な
支
部
活
動
を
遂
行
す
る
た
め

に
は
、
会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
皆
主
役

と
い
う
意
識
の
も
と
に
支
部
長
を
補
佐

す
る
こ
と
が
も

っ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う

と
考
え
る
。
井
野
元
支
部
長
の
旗
印
の

下
に
支
部
会
員
全
員
で
支
部
活
動
を
盛

り
た
て
楽
し
く
安
全
な
山
行
が
遂
行
で

き
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
部
を
は
じ
め
全
国
の
会
員
の
皆
さ

ま
方
に
お
か
れ
て
は
、
宮
崎
支
部
の
円

滑
な
運
営
に
、
な
お

一
層
の
ご
協
力
と

ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
る
。

（荒
武
　
八
起
）

魃 8
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会員の皆様のご意見、エッセイ、俳句、

短歌、詩などを掲載するページです。

どしどしご投稿ください。(紙面に限り

がありますので、 1点 につき1000字程

度でお願いします)

園 西 簿躊

シ
ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト

『ア
ト
ラ
ス
』
旧
蔵
者
の

た
わ
こ
と

松
崎
　
中
正

私
の
村
の
無
住
の
寺
の
ご
本
尊
は
小

さ
な
釈
迦
如
来
で
、
潅
仏
会
の

「お
し

ゃ
か
さ
ま
」
の
日
に
は
甘
茶
を
か
け
ら

れ
ま
す
。
鍍
金
が
剥
げ
て
古
色
蒼
然
と

し
て
お
り
ま
し
た
よ
み
入
し
ら
ず
の
お

釈
迦
様
で
し
た
が
、
先
年
仏
師
の
と
こ

ろ
へ
行

っ
て
金
ぴ
か
に
な
っ
て
お
帰
り

に
な
り
ま
し
た
。
村
人
は
き
れ
い
に
な

っ
た
と
大
喜
び
で
す
が
、
私
は
内
心
が

っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

国
宝
平
家
納
経
と
い
え
ば
、
知
る
人

ぞ
知
る
装
飾
経
の
最
高
峰
、
長
寛
２

（１
１
６
４
）
年
、
平
清
盛
が

一
門
の

繁
栄
を
祈
願
し
て
厳
島
神
社
に
奉
納
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
善
美
の
限
り
を
尽

く
し
た
法
華
経
に
は
、
当
代
の
絵
画
、

書
跡
、
工
芸
の
最
高
水
準
の
結
集
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
経
は
３０
年
ほ
ど

前
に
昭
和
の
大
修
理
が
完
成
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
料
紙
の
表
裏
を
２
枚
に
剥
い

で
中
に
薄
い
紙
を
挟
ん
で
補
強
し
た
の

で
す
。
当
然
経
巻
が
太
く
な
り
ま
し
た
。

細
く
ス
ラ
リ
と
し
た
乙
女
が
で
っ
ぷ
り

肥
え
た
お
か
み
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
感
じ
で
す
。
経
巻
に
は
平
安
時
代
の

紐
が
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
新

し
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
題
螢
は
、

銀
台
に
鍍
金
を
施
し
た
美
し
い
金
具
が

そ
れ
ぞ
れ
の
経
巻
の
太
さ
に
ぴ

っ
た
り

合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
の
で
、

当
然
の
こ
と
、
そ
れ
ら
は
太

っ
た
経
巻

に
合
う
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

３３
巻
の
写
経
は
、
そ
れ
ら
が
き
っ
ち
り

収
ま
っ
て
い
た
こ
れ
も
国
宝
の

「金
銀

荘
雲
竜
文
鋼
製
経
箱
」
に
入
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
以
上
は
大
修
理

が
平
家
納
経
の
原
形
を
損

っ
た
ほ
ん
の

一
部
の
例
で
す
。
こ
の
文
化
財
の

「現

状
変
更
」
は
多
く
の
識
者
を
悲
し
ま
せ

て
い
ま
す
。

な
に
し
ろ
、
長
い
歳
月
の
間
に
は
い

ろ
い
る
と
痛
み
が
進
み
ま
す
。
古
美
術

界
の
大
御
所
益
田
鈍
翁
の
有
名
な
言
葉

に

「見
せ
れ
ば
減
る
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
法
隆
寺
な
ど
の
よ
う
に
、
見

せ
な
く
て
も
減
る
も
の
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
修
理
は
や
む
を
え
ま
せ
ん
。
し
か

し
そ
れ
は
必
要
最
小
限
度
に
と
ど
め
、

で
き
る
だ
け
原
形
を
保
つ
よ
う
努
力
す

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
シ

ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト
の

『
ア
ト
ラ
ス
』
は
１
５
０
年
ば
か
り
前

の
制
作
で
す
が
、
さ
ほ
ど
染
み
も
な
く
、

わ
り
あ
い
に
き
れ
い
で
す
。
こ
れ
が
ど

ん
な
来
歴
を
経
て
ロ
ン
ド
ン
か
ら
わ
が

図
書
室
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

か
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
水
野
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
と
に
か
く

「う
ぶ
」
は
た
い
へ
ん
貴
重
で
す
。
し

か
し
ビ
ブ
リ
オ
マ
ニ
ア
は
、
ソ
レ
が
か

わ
い
け
れ
ば
か
わ
い
い
ほ
ど
要
ら
ぬ
お

せ
っ
か
い
を
焼
き
た
い
。
私
が
何
か
所

か
汚
し
て
し
ま
い
ま
し
た
の
も
、
そ
ん

な
わ
け
な
の
だ
と
、
ど
う
ぞ
お
許
し
願

ユングフラウヨッホにいちばん近い村、ウェンゲンの

家庭的なホテルアイガーと、スイスの旅の専門店

アルプスウェイが自信をもつてお勧めする共同企画。

アルプスウェイご利用で、ホテルアイガーに  /´銀

お泊まりの日本山岳会会員様へ4つの特典。 塵彦

|｀

躊&轟
プロユングフラウのよく見えるお部屋を    辟暫

7:`★

響甲鰤転

優先的にご提供。        ‖。再t｀ CIりerWQ｀6Qヾ

2.民族料理フォンデューを
ご滞在中の夕食に1回ご用意。

3.アルプスウェイ駐在員による

1日 の専属ガイドサービス。

4.ホテルのオーナー、フックス氏より

地元産リキュールをプレゼント。

あなたのスイス旅行を、このホテルアイガー滞在を組み入れてご用意します。

怠戦難アルフアウェイ
http:〃www.fe‖ ow‐traveLcoEipノ

〒150‐0043東 京都渋谷区道玄坂2¨ 16‐8ビジネスヴィップ渋谷ビル4F

Tlel.(03)5489‐ 9541 Fax.(03)5489‐ 6300
e口mai:alpsway@fe‖ ow‐ traveLco.ip

〒530い0002大 阪府大阪市北区曽根崎新地2…3-13若 杉大阪駅前ビル6F

Tlel.(06)6347‐ 8984 Fax.(06)6347‐ 8986
e‐■lai: OSaka@fel10W‐ traVel● 00日 ip

主催:株式会社フェロ ー トラベ ル 1鯵:‐幌鼎 騒劇ロ

国土交通大臣登録旅行業664号  協賛:ウ ェンゲン観光局・ツェルマット観光局 後撮:ス イス政府観光局

ALIIL濯山
Ⅵ′蠍:

麟 9



山 718-200503・ 20(第二種郵便物認可)

&脳「edFche・ 43

効果のある体カ トレーニング

をしていますか?

山本 正嘉

安全で快適な登山をするために,普段から体

カ トレーニングをしている方は多いと思います。

しかし、 トレーニングをしていることと、それ

が実際の登山に役立っているか、ということは

別問題です。この問題について,約7000人の登

山者へのアンケー ト調査をもとに検証してみた

ところ、ちょっと心配なデータが出てきました。

このアンケー トの回答者のうち、全体の 7割

以上の人は トレーニングをしていると答えてい

ました。その種目は、 1位がウォーキング、 2

位が階段昇降で、それぞれ 8割 と3割の人が実

施していました。登山は歩く運動ですし、坂道

を上り下りするので、一見合理的な トレーニン

グをしている人が多いようにも見えます。

ところが、これらの トレーニングが山での身

体 トラブルを防げているのかについて統計解析

をしたところ、その効果は小さいという結果が

出ました。山での トラブルを多い順にあげてみ

ると「筋肉痛」「下 りで脚がガクガクになる」

「膝の痛み」「登りで心肺が苦しい」・……となり

ますが、これらのいずれに対しても防止効果は

あまり見られなかったのです。

何がいけないのでしょうか。またどうすれば

よいのでしょうか。予想も交えてですが、私が

考えた答えは以下のようなものです。

ウォーキング :登山は荷物を背負って坂道を

上り下りしますが、ウォーキングではもっぱら

空身で平地を歩きます。このため、脚力や心肺

能力への トレーニング効果は不十分なのです。

改善策としては、できるだけ坂道や階段を取り

入れたウォーキングをすることだと思います。

階段昇降 :登山によく似た運動をしているの

に山で効果が出てこないのは、おそらく駅やビ

ルの階段を数回上り下りしただけで満足してい

る人が多いからでしょう。公共施設の階段は 1

段が約16cmで す。これをもとに計算すると、

駅の階段の標高差はわずか5～ 6mに しかなり

ませんので、数回上り下りするだけでは「焼け

石に水」です。改善策は、最低20分間以上は行

う、あるいは上り下りとも標高差にして100m

以上は行うことだと思います。

どんなトレーニングでもやらないよりはずっ

とましです。しかし、すでにトレーニングを励

行している人は、改めてそのやり方を見直して

みるのも悪くはないと思います。たとえば登山

の場面をイメージしながら、「この トレーニン

グは登山のどの場面でどう役立つのか」と考え

ながら行うと、思わぬ発見もあると思います。

い
ま
す
。

そ
の
弁
解
と
し
て
ひ
と
つ
。
蘭
亭
叙

は
、
書
を
志
す
誰
し
も
が
あ
こ
が
れ
る

古
典
で
す
。
書
聖
王
義
之
の
真
跡
は
、

太
宗
に
酷
愛
さ
れ
た
あ
ま
り
昭
陵
に
殉

葬
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

が
、
『定
武
本
』
『神
龍
本
』
な
ど
、
そ

れ
の
唐
代
の
模
本
は
た
く
さ
ん
存
在
し

ま
す
。
そ
れ
ら
に
は
、
そ
れ
を
熱
愛
し

た
宋
、
明
、
清
の
諸
家
の
題
跛
や
神
印

が
お
び
た
だ
し
く
見
ら
れ
ま
す
。
中
に

は
１
０
０
顆
以
上
も
の
印
が
押
さ
れ
て

い
る
壮
観
な
帖
が
あ
り
、
押
印
は
今
日

こ
れ
ら
古
典
の
研
究
に
大
い
に
役
立

っ

て
い
ま
す
。

『ア
ト
ラ
ス
』
の
何
か
所
か
に
押
し
て

あ
る
朱
印
は
、
琴
参
の
七
言
古
詩
の
な

か
の
私
の
大
好
き
な

一
句
で
石
井
雙
石

の
刻
で
す
。
こ
こ
に
こ
の
有
名
な
詩
の

全
部
を
掲
げ
ま
す
。

胡
筋
歌
送
顔
具
卿
使
赴
河
朧

君
不
聞
胡
筋
声
最
悲
。
紫
髯
緑
眼
胡
人

吹
。

吹
之

一
曲
猶
未
了
。
愁
殺
棲
蘭
征
戊
兄
。

涼
秋
八
月
謂
関
道
。
北
風
吹
断
天
山
卿
。

昆
脊
山
南
月
欲
斜
。
胡
人
向
月
吹
胡
箱
。

胡
箱
怨
↑
牌
送
君
。
泰
山
邊
望
朧
山
雲
。

辺
城
夜
夜
多
愁
夢
。
向
月
胡
箱
誰
喜
聞
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図 書 紹 介

日
本
山
岳
会
学
生
部

・
刊

「
日
本
山
岳
会
学
生
部

ム
ス
タ
ン
遠
征
２
０
０
４

却報
生
口圭
日」

久
し
ぶ
り
に
出
た
、
本
会
学
生
部
の

ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
と
言
う
べ
き
遠
征
の

報
告
書
。
千
葉
、
早
稲
田
、
立
教
、
学

習
院
の
各
大
学
か
ら
集
ま
っ
た
５
人
が
、

短
い
準
備
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や

る
気
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
周
囲
の
協
力

な
ど
の
追
風
に
も
助
け
ら
れ
て
、
未
踏

峰
に
登
頂
す
る
と
い
う
痛
快
な
記
録
で

あ
る
。

計
画
か
ら
実
施
ま
で
、
外
部
に
は
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
登

っ
た
と
聞
い
た
と
き
の
中
堅
オ
ヤ
ジ
０

Ｂ
や
青
年
部
の
反
応
は
、
「今
ど
き
、 幸せを呼ぶ鳥 版画・奥野渓石

そ
ん
な
山
が
あ

っ
た
の
か
ＩＰ
」
「
ス
ゴ

イ
着
眼
点
！
」
「上
手
く
や
り
お

っ
た

の
―
！
」
と
い
っ
た
意
外
性
を
評
価
す

る
声
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
中
高
年
の
に
わ
か
登
山
隊

が
、
簡
単
に
登
項
で
き
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
は
、
断

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
。
和
田
隊
長
は
早
稲
田
が
偵
察

し
な
が
ら
実
施
で
き
な
か
っ
た
計
画
を

拾
い
上
げ
て
、
自
分
の
問
合
い
に
合
う

と
思

っ
た
と
こ
ろ
で
、
隊
員
を
物
色
し

一
気
に
実
行
に
移
し
て
い
く
。
文
中
に

は
現
れ
な
い
が
、
学
生
部
、
指
導
委
員

会
や
各
大
学
山
岳
部
の
後
方
支
援
も
相

当
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

現
在
の
学
生
気
質
に
悲
壮
感
は
な
い
。

遠
征
と
い
っ
て
も
こ
の
５
人
は
チ
ャ
ン

ス
が
あ
れ
ば
ま
た
来
年
も
行
く
だ
ろ
う
。

各
大
学
の
同
好
会
で
も
ヒ
マ
ラ
ヤ

・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ヘ
行
く
者
は
多
い
。
山

岳
部
こ
そ

「伝
統
」
と
い
う
呪
縛
に
と

ら
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

和
田
隊
長
が

「全
員
が
登
項
で
き
る

と
思
わ
れ
る
山
」
を
選
ん
だ
り
、
千
葉

大
学
の
吉
永
監
督
が

「や
ら
せ
れ
ば
で

き
る
」
と
し
て
い
る
の
は
、
大
学
山
岳

部
は
も
は
や
夜
が
明
け
て
明
る
く
な
っ

て
い
る
ぞ
、
と
言

っ
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
、
部
員
が
少
な
く
て
代
が
抜
け
て

い
て
も

「連
合
軍
」
を
構
成
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
が
あ
れ
ば
、
学
生
も
指
導
者
も
悲

観
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

彼
ら
が
９０
年
代
後
半
か
ら
の
学
生
部

の
そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
継
ぎ
、
次
代

に
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
熱
い
思
い
は

容
易
に
読
み
と
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

こ
そ
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
よ
り
困
難
な
障
壁
で

あ
る
こ
と
は
会
員
の
大
多
数
の
生
き
様

に
現
れ
て
い
る
。
負
け
る
な
―
　
ワ
カ

ゾ
ー
ー

彼
ら
自
身
が
語
る
よ
う
に
、
目
指
す

山
項
は
ま
だ
ず

っ
と
先
で
あ
る
。
や
め

た
く
な
る
日
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

老
若
男
女
に
拘
ら
ず
山
岳
会
員
が
進
み

続
け
ら
れ
る
原
動
力
は
、
平
林
副
会
長

が
巻
頭
に
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る

と
思
う
。

「何
ご
と
も
そ
う
で
し
ょ
う
が
世
界
で

初
め
て
と
い
う
こ
と
が
、
事
の
大
小
に

拘
ら
ず
ど
れ
ほ
ど
大
変
な
こ
と
か
、
そ

こ
は
誰
し
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、

辛
く
厳
し
い
未
踏
の
分
野
が
広
が
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。」

（野
沢
　
誠
司
）

２
０
０
４
年
１２
月
　
日
本
山
岳
会

学
生
部
発
行
　
１
３
８
ギ

（送
料
別
２
０
０
０
円
で
頒
布
。
申
込

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ハ
ガ
キ
で
日
本
山
岳
会

事
務
局
ま
で
）

探検家アルセニエフの生涯とその足跡

をウスリーのタイガにたずね、デルスー

間のかかわりを豊富な資料を駆使した

巧みな筆致で探究する。

カラコノレム・
ヒンズークシュ
登山地図
〔付〕カラコルム・ヒンズー

クシュ山岳研究

A4変型 判 上 製 美 装 ケ ー ス入
385ペ ー ジ  B全 判地 図 13葉

宮 森 常 雄 (秩父宮記念山岳賞受賞 )・

雁部貞夫 共著 ・力知グを瑞求下さい

んげんたち
・ウザラーはどこに一―

34,650円 (税込)

うに、デルスーに魅かれて

ら、二人の友情、自然と人

武司 著
判1 220頁: 1,890円 (1見込)

ナ カ ニ シ ヤ 出 版
〒606‐8161京都市左京区―乗寺木ノ本町15
Tel.075-723-011l  Fax.075-723-0095

URL http:ノ ム″w.nakanishiya.co.,pノ
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山 718-200503020(第二種郵便物認可)

日
本
大
学
山
岳
部
、
桜
門
山
岳
会
・
編

『日
本
大
学
山
岳
部

八
十
年
の
歩
み
』

二
〇
〇
四
年

創
部
八
十
周
年
記
念
号

１
９
２
４
年
の
創
部
以
来
山
岳
部
の

卒
業
生
は
４
１
９
人
、
桜
門
山
岳
会
の

現
在
の
会
員
数
は
２
５
８
人
と
あ
る
。

内
外
に
大
き
な
足
跡
を
記
し
て
い
る
日

大
山
岳
部
の
記
念
誌
で
あ
る
。

第
１
章
の

『通
史
』
に
は

「山
あ
り

谷
あ
り
。
行
き
詰
ま
り
―
打
開
―
行
き

詰
ま
り
の
繰
り
返
し
」
の
歴
史
が
６０
。イ

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
創
部
か
ら
１

９
５
５
年
こ
ろ
ま
で
を
と
く
に
詳
し
く

書
き
込
ん
だ
と
い
う
。
歴
史
の
古
い
山

岳
部
は
ど
こ
で
も
そ
う
だ
が
、
高
齢
化

に
伴
い
、
い
ま
確
認
し
て
残
し
て
お
き

た
い
記
録
に
ス
ペ
ー
ス
を
割
き
た
い
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

第
２
章
は

『戦
前
Ｏ
Ｂ
の
回
想
録
』
。

初
見

一
雄
さ
ん
の

「常
さ
ん
」
を
味
わ

い
深
く
読
ん
だ
。
初
出
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
報

の

『山
』
で
、
昭
和
４２
年
１２
月
か
ら
１２

回
に
分
け
て
連
載
さ
れ
た
。
徳
本
峠
越

え
で
出
会

っ
た

「上
高
地
の
常
さ
ん
」

と
の
親
し
い
付
き
合
い
を
語
る
軽
妙
洒

脱
な
文
章
が
古
き
よ
き
時
代
を
回
想
さ

せ
る
。
編
集
者
は
初
見
さ
ん
の
数
多
い

文
章
の
中
か
ら
と
く
に
こ
の

一
文
を
選

ん
で
収
載
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
堅
い
文
章
が
多
い
だ
け
に

ほ
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
。

戦
前
、
戦
後
、
国
内
で
の

『山
行
記

録
』
に
続
い
て
第
５
章
は

『海
外
登
山

活
動
』
で
あ
る
。
桜
門
山
岳
会
の
３
つ

の
柱
と
さ
れ
る

「ヒ
マ
ラ
ヤ
」
（筆
者
は

松
田
雄

一
さ
ん
、
神
崎
忠
男
さ
ん
）
、

「南
極
」
（平
山
善
吉
さ
ん
）
、
「北
極
点
」

（池
田
錦
重
さ
ん
）
に
、
会
が
ど
う
関

わ

っ
て
き
た
か
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

日
大
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
日
本
山
岳
会

「山

日
記
」
へ
の
編
集
協
力
が
マ
ナ
ス
ル
登

山
へ
の
参
加
に
通
じ
、
そ
の
後
長
い
道

の
り
を
経
て
１
９
９
５
年

（７０
周
年
記

念
登
山
）
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
北
東
稜
初

完
登
で
結
実
す
る
。

こ
う
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
道
と
は
別

に
、
８
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
１
９
５

４
年
１１
月
の
富
士
山
雪
崩
遭
難
が
、
合

同
捜
索
本
部
で
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
東
大

山
の
会
と
の
縁
で
南
極
観
測
隊
参
加
に

つ
な
が
り
、
南
極
で
育
ま
れ
た
極
地
へ

の
関
心
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
か
ら
北
極

点

へ
の
計
画
に
進
ん
で
い
っ
た
。
《極

地
の
日
大
》
の
面
目
躍
如
で
あ
り
、
記

念
誌
だ
か
ら
こ
そ
す

っ
き
り
と
見
通
せ

る
会
の
大
き
な
流
れ
で
あ
る
。

『付
表
』
と
し
て

「年
次
別
積
雪
期
主

要
山
行
年
表
」
「海
外
登
山
年
譜
」
「関

連
図
書
（会
報
総
目
録
ほ
か
）」
な
ど
が

あ
り
、
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
て
参
考
に

な
る
。

「当
部
に
は
数
多
く
の
部
内
誌
が
残
さ

れ
て
い
る
が
、
対
外
的
に
そ
の
活
動
を

報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
」
と

い
う
日
大
山
岳
部
の
、
二貝
重
な
８０
周
年

記
念
誌
で
あ
る
。
　

（成
川
　
隆
顕
）

２
０
０
４
年
ｎ
月
刊
　
２
７
５
ギ

（２
５
０
０
円
で
頒
布
。
申
込
は
日
本

山
岳
会
事
務
局
ま
で
）

鶴
為
ラ
ン

編

『奥
天
竜
ろ
ま
ん
紀
行
』

「１
億
年
の
旅
―
南
ア
ル
プ
ス
」

南
ア
ル
プ
ス
を
め
ぐ
る
ミ
ス
テ
リ
ア

ス
な
魅
力
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
今

ま
で
あ
ま
り
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

天
竜
川
の
中
下
流
域
や
三
遠
信

（三
河
、

遠
州
、
南
信
州
）
地
域
の
自
然
、
歴
史
、

イラス ト・宇都木慎一

%〕ざ3LASTRIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実

度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取

り扱っています。お気軽にご連絡 ください。

曇嚢アトラストレック
(国土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 1得0008東京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 TEL03‐ 3341‐0030

大阪/〒 540‐ 0012大阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル501号  TEL OG694併 9111

名古屋/〒〔40807名 古屋区千穂区東山通り5-113オークラビル6F TEL052‐7田‐2422

文
化
な
ど
が
そ
の
舞
台
。
珠
玉
の
文
章

と
迫
力
あ
る
写
真
と
で
構
成
さ
れ
た
驚

き
の
臨
場
感
だ
。

執
筆
陣
に
は
現
地
に
入
り
、
日
で
見
、

肌
で
感
じ
た
現
在
の
姿
を
リ
ポ
ー
ト
し

て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
新
鮮
な
感
性
と

遊
び
心
と
が
、
読
者
の
ロ
マ
ン
を
呼
び

起
こ
す
。

本
書
は
全
６
巻
、ま
ず
は
第
１
巻
の

刊
行
だ
。
　

　

　

　

（田
畑
　
盲
〓

）

２
０
０
４
年
５
月
　
新
葉
社
発
行

１
４
４
ギ
　
２
２
０
０
円
　
問
合
せ

は
発
行
元
ヘ
　
ロ
０
２
６
５
１
２
２
１

２
２
３
２
　
□
０
２
６
５
１
２
２
１
３

３

３

２
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１
月
理
事
会

日
時
　
１
月
１２
日
１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
　
会
議
室

［出
席
者
］平
山
会
長
、
芳
賀
、
平
林
、

橋
本
各
副
会
長
、
藤
本
、
今
村
、
小
川
、

朴
元
、
大
蔵
、
贄
田
、
田
村
、
黒
川
、

鈴
木
、
野
口
、
石
田
、
篠
崎
、
鳥
居
各

理
事
、
内
田
、　
一
カ
各
監
事
、
宮
崎
、

小
倉

（童
）
、
重
廣
各
常
任
評
議
員

［委
任
］鰺
坂
、西
村
各
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

１
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
行
事

実
行
委
員
会
経
過
報
告
に
つ
い
て

１
記
念
誌
刊
行

①
百
年
史
刊
行
　
配
布
方
法
等
要
検
討

芳
賀

②
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
刊
行
　
執
筆
依
頼

中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

③
新
日
本
山
嶽
誌
順
調
に
推
移
　
藤
本

２
登
山

①
海
外
登
山
　
　
　
　
　
　
　
　
大
蔵

●
事
業
委
員
会
　
マ
ナ
ス
ル
峰

（８
１

６
４
層
）
２
０
０
５
年
４
月
１５
日
～
６

月
１
日

●
東
海
支
部
　
ラ
カ
ン
峰

（６
２
５
０

層
）
ほ
か
　
２
０
０
５
年
７
月
１３
日
～

８

月

１７

日

●
福
井
支
部
　
ジ
ャ
ナ
リ
ズ
峰

（６
２

１
４
属
）
２
０
０
５
年
９
月
３
日
～
１９

日●
富
山
支
部
　
ギ
ャ
ジ
カ
ン
峰

（７
０

３
８
層
）
２
０
０
５
年
９
月
４
日
～
１０

月
１６
日

以
上
が
本
年
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

②
中
央
分
水
嶺
踏
査
　
　
　
　
　
石
田

未
整
理
分
を
勘
案
す
る
と
踏
査
率
は

約
５０
％
で
あ
る
。
踏
査
不
能
部
分
を
今

後
ど
の
よ
う
に
す
る
か
を
事
務
局
担
当

者
会
議
や
分
水
嶺
踏
査
委
員
会
で
検
討

す
る
。

③
海
外
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
　
　
　
　
黒
川

１２
コ
ー
ス
ヘ
の
問
合
せ
が
１
０
０
人

に
満
た
ず
問
題
あ
り
。
今
後
も

『山
』

な
ど
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
を
重
ね
る
必
要
が

あ
る
。

３
式
典

①
総
合
式
血
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

１０
月
１５
日
（土
）
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル

「飛
天
」
の
間
で
開
催
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
る
。
招
待
者
等
の
明
細

は
２
月
の
理
事
会
で
決
め
た
い
。

②
記
念
映
像
資
料
　
　
　
　
　
　
鈴
木

写
真
で
見
る
１
０
０
年
史
の
写
真
展

と
グ
ラ
フ
テ
ィ
ー
を
検
討
中
。

１
０
０
年
総
合
式
典
に
間
に
合
せ
る
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
別
式
典
　
　
　
　
　
藤
本

ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び
式
典
を
行
う
場
所

が
別
紙
の
通
り
決
定
し
た
。

４
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

①
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「こ
れ
か
ら
の
日
本

山
岳
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

（仮
）」重

廣

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
「青
年
と
山
へ
行
こ
う
」

黒
川

な
ど
の
企
画
が
あ
り
、
今
後
取
り
ま

と
め
を
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②
森
づ
く
り
活
動
　
　
　
　
　
　
篠
崎

●
４
月
９
日
～
１０
日
　
自
然
保
護
全
国

集
会
お
よ
び
記
念
植
樹

（高
尾
の
森
）

●
６
月
２４
日
～
２６
日
　
白
神
山
地
育
林

事
業
記
念
植
樹
祭

（青
森
支
部
）

●
猿
投
の
森
づ
く
り

（東
海
支
部
）

③
図
書
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村

１０
月
の
上
旬
２
週
間
程
度
、
丸
善
丸

の
内
新
社
屋
４
Ｆ
に
て
実
施
す
る
。
同

時
に
絵
画
も
展
示
す
る
。

今
後
図
書
、
絵
画
の
保
険
、
保
存
問

題
も
検
討
し
た
い
。

④
医
療
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
　
　
　
　
野
口

登
山
の
医
療
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
の
刊
行

と
と
も
に
、
出
版
記
念
講
演
会
を
６
～

７
月
に
予
定
し
て
い
る
。

５
募
金
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀

会
員
募
金
、
有
志
会
員
募
金
、
大
学

山
岳
部
募
金
、
企
業
募
金
を
合
せ
て
現

在
の
実
績
は
３
１
９
０
万
円
で
あ
り
目

標
の
３７

・
５
で
で
あ
る
。
会
員
全
員
の

協
力
を
も
と
に
目
標
を
達
成
し
た
い
。

１
月
中
に
拡
大
募
金
委
員
会
を
開
催
す

る
。

６
施
設
検
討
委
員
会
　
　
　
　
　
小
川

本
部
ル
ー
ム
の
改
装
計
画
に
つ
い
て
、

会
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
本
年
１０
月

ま
で
に
完
成
す
る
べ
く
努
力
す
る
。
（第

１
回
の
意
見
を
聞
く
会
を
２
月
４
日

（金
）
に
実
施
す
る
。）

以
上
の
と
お
り
報
告
さ
れ
た
が
、

●
予
算
の
オ
ー
バ
ー
は
認
め
な
い
。会

長

●
３
月
号
に
４
ペ
ー
ジ
の
１
０
０
周
年

日本山岳会創立100周 年記念

河口慧海の足跡をたずねて
A)国境の峠探訪とカイラス1周トレッキング 33日 間

9/12(月)～ 10/14(金)785,000円
B)秘境ムスタン・トレッキング 22日間

10/18(火 )～ 11/8(火)6459000円

印月りl障グ
|」

7.多
=ど買』1罵書″

国土交通大臣登録旅行業第490号/m日本旅行業協会正会員 Oポ〕FttE書員

〒105‐ 0003東 京都港区西新橋1‐ 12‐ 1西新橋1森 ビル2F l■ 03‐ 3503‐ 1911
大阪806‐6444‐ 3033  1名 古屋8052‐ 581‐ 3211  福岡8092‐ 715‐ 1557

e-mail:info@alpine-tour. com http://www.alpine-tour. com
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イラス ト 宇都木慎一

◆
白
神
岳
山
行
の
お
知
ら
せ事

業
委
員
会

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
若
葉
山
行

を
左
記
の
と
お
り
計
画
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
６
月
２４
～
２６
日

集
合
　
東
京
よ
リ
バ
ス
の
運
行
を
予
定

定
員
　
４０
名

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

＊
詳
細
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◆
神
室
山
避
難
小
屋
使
用
禁
止
の
お
知

ら
せ
　
　
　
　
　
新
庄
市
商
工
観
光
課

秋
田
、
山
形
県
境
の
神
室
山
の
避
難

小
屋
は
、
老
朽
化
が
顕
著
で
倒
壊
等
の

お
そ
れ
が
あ
り
、
５
月
１
日
よ
り
使
用

禁
止
の
措
置
を
と
り
ま
し
た
。

昨
年
、
修
繕
に
よ
る
維
持
を
検
証
す

る
た
め
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
基
礎

部
分
の
劣
化
、
水
浸
透
に
よ
る
木
材
お

よ
び
接
合
部
の
激
し
い
腐
食
、
内
部
柱

の
傾
き
に
よ
り
、
修
繕
で
は
対
応
不
可

能
と
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

６

日

７

日

１１

日

１２

日

１３

日

１４

日

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

図
書
委
員
会
　
高
尾
の
森
実
行

委
員
会

常
務
理
事
会
　
総
務
委
員
会

二
火
会

理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ

チ
ク
ラ
ブ
　
つ
く
も
会

学
生
部
　
青
年
部
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
　
山
の

自
然
学
研
究
会

１７
日
　
総
務
委
員
会
　
資
料

・
映
像
委

員
会

１８
日
　
百
年
史
委
員
会
　
事
業
委
員
会

山
研
委
員
会
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
小
委
員
会
　
九
五
会

１９
日
　
学
生
部
　
三
水
会
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

２１
日
　
緑
爽
会

２５
日
　
自
然
保
護
委
員
会
　
００
会
　
山

遊
会

２６
日
　
海
外
登
山
基
金
委
員
会
　
ゆ
き

わ
り
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ

平成17年度事業委員会行事予定表

4月 15日 ～

6月 1日
海外登山 マナスル

6月 24日 ～

26日

若葉山行

(青森支部共催)

白神岳登山後100周年記念

白神山地育林事業参加

7月 16日 ～

18日
夏山山行 鳥海山

8月 下旬～

約 1週間
海外スキー

ニュージーラン ド・

mt.ク ック

10月 7日 ～

10日
紅葉山行

韓国雪岳山

慰山岩登攀

10月 16日 晩餐会記念山行

(自 然保護委員会共催)

景信山 0100周年記念

高尾の森事業進捗状況

1月 7日 ～

9日
国内スキー 未定

２７
日
　
１
０
０
周
年
記
念
募
金
委
員
会

学
生
部

２８
日
　
１
０
０
周
年
記
念
式
典
委
員
会

１
月
来
室
者
５２５
名

■
訂
正
　
２
月

（７
１
７
）
号
１０
ペ
ー

ジ
２
段
８
行
日
の
松
沢
貞

一
氏
は
、
今

年
度
分
の
会
費
も
払
い
込
み
済
の
会
員

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

〓
編
集
後
記
¨

●
３
年
半
に
わ
た
っ
て
、
会
報
編
集
の

実
務
を
お
願
い
し
て
い
た
加
計
さ
ん
が
、

ご
主
人
の
転
勤
で
外
国
へ
行
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
小
生
の
任
期
は
残
り
３

か
月
で
す
が
、
い
る
い
ろ
な
方
に
お
手

伝
い
を
い
た
だ
き
な
が
ら
任
務
を
全
う

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
会
務
の
方
も
１
０
０
周
年
事
業
計
画

が
着
々
と
進
行
し
て
お
り
、
総
会
前
に

忙
し
く
な
っ
て
来
て
ま
す
。（今

村
千
秋
）
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